
大崎市学力向上推進事業 －学力向上マネジメントおおさき方式－

大崎市教育委員会

１ 学力向上４つの柱

・単元全体を見通し、ねらいと評価を明確にした授業づくりを行う。
・「学力向上年間計画」を基にPDCAサイクルの循環促進を行う。また、年間
および単元計画に基づいた系統的な指導内容の見直しを図る。

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、児童生徒自らが課題の解決に
向けて考える場を確保するとともに、学習意欲を高める工夫を行う。

・「おおさきスタンダードみのり」や「授業評価シート」を活用する。

・学級経営の質が学力にも直結することを意識し、総合質問紙調査「i-check」
等の活用による実態把握を生かして安心して学べる学級づくりを強化する。

・生徒指導上の４つの視点を生かした学び合いを通した集団づくりを推進する。

・小中学校間における指導内容・評価の共通理解を深め、スムーズな学びの接
続を図るとともに、各校の学力向上につながる取組を行う。

・研修会等を通して、中学校区の児童生徒の実態や共通の課題を共有する。

１ 学校の取組

（１）カリキュラムマネジメントの工夫

（２）授業改善

（３）集団づくり

（４）小中連携
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学力向上４つの柱１ 学校の取組

「おおさきスタンダー
ドみのり」は、宮城県教
育委員会「子供の学びを
支援する５つの提言～自
立した学習者の育成を目
指して～」（令和５年３
月発行）を踏まえて作成。

各校で「おおさきスタ
ンダードみのり」の５つ
の取組を意識した実践が
なされるように、各校の
実態に応じた活用を「み
のり取組チェックシー
ト」を用いて振り返り、
さらなる促進を図る。

指導主事学校訪問、大
崎市学力向上推進訪問、
各種研修会においても、
周知及び活用を行う。
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・最新の新聞記事を基に作成したワークシートで、言語能力や情報活用力、論理的思考力を伸ばす。
・朝学習や国語科の導入などで継続的に使用する仕組みを整える。

・「ロイロノート」を活用し、考えの共有や意見交流、思考の可視化を通して協働的な学びを充実させる。児童生徒が互いの考え
を比較・検討しながら学びを深める授業づくりを推進し、「主体的・対話的で深い学び」の実現につなげる。

・AIドリル「ミライシード」を授業や補充学習、家庭学習に活用し、児童生徒一人一人の理解度や学習履歴に応じた問題提示によ
る個別最適な学びを推進する。

・学校課題に応じた独自の企画・立案のもと、学習指導の充実及び教員の資質向上、学校・家庭・地域の
連携を図る先導的な事業を展開するとともに、成果については大崎市立学校への水平展開を図る。

・大崎市教育委員会指導主事が全ての小・中・義務教育学校及び子育て支援総合施設を訪問し、授業参観や授業通覧等を通して授
業改善に向けた指導・助言を行う。また、本市の学力向上に係る施策の取組状況を確認し、さらなる推進を図る。

・推薦された大崎市立学校教員が研究員として、大崎市における教育課題について実践的に調査・研究し、
実践的指導力の向上と教育研究の推進役としての資質向上を図る。

  各種事業の推進２ 学校・教育委員会の取組

（１）児童生徒読解力向上事業：「よむYOMUワークシート」の活用

（２）児童生徒学力向上推進事業：「ロイロノート」・AIドリル「ミライシード」の活用

（３）おおさき学力向上プロポーザル事業

（４）大崎市学力向上推進訪問

（５）大崎市教育研究員研修事業



・家庭学習の目標設定や、学習内容の振り返りを行う。
・「よむYOMUワークシート」等を活用して、読解力向上を図る。
・学習内容に応じて、ワークやAIドリルを使い分ける。
・「おおさきスタチャレ」を活用し、全国学力・学習状況調査の過去
問題や「みやぎ単元ライブラリー」の問題に取り組む。

・生活リズムの３点として、
①起床時刻 
②家庭学習の開始時刻
③就寝時刻
の3つの時刻を毎日固定し、「３点固定」の生活習慣を身に付ける。
十分な睡眠時間を確保して体調を整え、毎日決まった時刻に勉強す
ることで学習習慣を身に付ける。また、自分で決めた時刻を守るこ
とで、目標達成に必要な自己コントロール力も育むことにつなげる。

・平日・休日ともに、家庭学習であらかじめ決めた時間帯に一定の学
習時間を継続して確保する。毎日学習時間を確保することで、学習
内容の定着にもつなげる。

大崎市学力向上推進事業 －学力向上マネジメントおおさき方式－

大崎市教育委員会

家庭学習の充実３

（１）家庭学習の習慣化 
 －生活リズムの「３点固定」－

（２）家庭学習の時間の確保 －学習の量の向上－

（３）家庭学習の内容の工夫 －学習の質の向上－

家庭の取組

リーフレットの配布
等を通して、継続的に
情報発信し、保護者と
家庭学習のあり方や学
習状況を共有。
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